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   ＜あらまし＞デジタルバッジは，多くの場合，学習活動において目標を達成した「後」に，学習者

が自己のスキルや成果を可視化したり，動機づけを高めたりするためのツールとして活用されてきた．

一方，先行研究の中には，学習目標の設定を支援する目的でデジタルバッジを活用した事例も報告さ

れており，学習の「過程」を支援するツールとしての有効性が示唆されている．本研究では，学習目標

の設定支援を目的としたデジタルバッジに関する先行研究を整理し，社会人の専門性開発における自

己主導学習の足場かけとしての活用可能性を示すとともに，今後の研究課題について考察する． 

    ＜キーワード＞  デジタルバッジ，自己主導学習，インストラクショナルデザイン  
 
１．はじめに 

学習者のスキルや達成を認定・可視化する手段

としてデジタルバッジへの関心が高まっている．

デジタルバッジとは，学習目標や評価基準，達成

を示す学習成果などの情報をメタデータとして

付与することで，学習者が何をできるようになっ

たのかを提示できるツールである． 

デジタルバッジの発行・管理システムには多様

な機能が実装されており，その用途は多岐にわた

る（天野 2025）．とりわけ，これまでの研究では，

学習成果のアピールや外発的動機づけなど，デジ

タルバッジを学習目標が達成した「後」に使用す

ることを対象としたものが少なくなく，効果的な

学習支援のための活用は限定的であり，教育実践

の課題解決のために十分に活用されているとは

いえない．その一方で，デジタルバッジを学習の

「過程」を支援するツールとして活用する可能性

も指摘されている（Willis et al., 2016）． 

本研究では，その中でも学習目標の設定支援を

目的としたデジタルバッジに関する研究を整理

し，社会人の専門性開発のための自己主導学習の

支援にどのように活用できるかについて検討す

る．そのことによって，学習「後」に享受できる

利点以外の，デジタルバッジ利活用の可能性を提

示する． 

 

 

２．目標設定を支援するツールとしてのデジタル

バッジの研究事例 

学習目標の設定を支援するためのツールとし

てデジタルバッジを活用する可能性が，複数の先

行研究で指摘されている．Cheng et al.（2018）
は，複数のバッジをマップ状に配置して提示する

ことで，学習者が自身のパーソナル・ゴールとバ

ッジの獲得と関連付けさせることで学習目標の

設定を支援する活用方法を提案した．具体的な内

容して，学習者が学習前・学習中・学習後の各段

階において主体的に学びを制御するツールとし

て，デジタルバッジを活用することが想定されて

いる（表 1）．ただし，この活用方法では学習者が
自分の状況に応じてバッジを選択可能にするた

めには，多様なバッジを用意する必要がある． 
Gamrat & Zimmerman（2018）は，ヴィゴツ

キーの社会文化的学習理論を参照し，教師の専門

能力開発を支援する文化ツールとしてデジタル 
表１ プロセスに応じたバッジの活用 

 学習前 学習中 学習後 
位置づ

け 
目標設定 計画の調整 目標の見直

し 
詳細 パーソナル・ゴ

ールに照らし

て必要な学び

を把握し，何を

学ぶか意思決

定する 

変化するパ

ーソナル・ゴ

ールや興味

に応じて学

習経路を調

整する 

現状のスキ

ルの習得状

況を振り返

り，次に学ぶ

べきことを

検討する 
※Cheng et al(2018)の P194の記載を参考に筆者が表形式
にまとめた 
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バッジを発行するシステム  TLJ（Teacher 
Learning Journey）をデザインした．本システム
では，ウェイファインディングの概念を導入し，
プログラムの参加者である教師自身が学習目標
を設定し，必要に応じて複数のバッジを取得しな
がら専門性を高めることを可能にした．バッジは
旅行のメタファーを用いたマップ形式で提示さ
れ，エントリーからハイレベルまで複数段階が用
意された．これにより，学習者は必要に応じて学
びの深さを自ら調整できた． 
以上の研究は，いずれもデジタルバッジが学習

者の目標設定や学習経路の選択を支援するツー

ルとして機能しうることを示唆している． 
３．自己主導学習を支えるデジタルバッジのデザ

イン要件と今後の研究課題 

先行研究に共通して見られる設計上の特徴を，

学習目標の設定を支援するためのデジタルバッ

ジのデザイン要件として以下に整理する． 
• 学習者が自分で学習経路を選択できるよ

うに，多様なデジタルバッジを用意する． 
• 各トピックについて学習者が深さを選択

できるように，バッジに複数段階（エント

リーとハイレベルなど）を設ける． 
• パーソナル・ゴールとバッジ獲得を関連

付けられるよう，適切な支援や機会を提

供する． 
これらのデザイン要件は，社会人の専門性開発

における自己主導学習の支援に活用できると思

われる．自己主導学習とは，成人学習の特徴の一

つであり，学習ニーズの診断，目標設定，評価方

法の決定などを学習者自身が主導して行うプロ

セスを指す（ノールズ，2005）．しかし，学習者
が自ら目標を設定し学習を制御することは高次

のスキルであり，教科内容の習得を支援する一次

的な足場かけとは異なる支援が求められる．こう

した自己主導学習の支援は「二次的足場かけ

（second-order scaffolding）」と呼ばれ，学習課
題や目標の選択肢を提示し，学習者による選択の

支援を提供することが有効である（ van 
Merriënboer & Kirschner，2024）．デジタルバ
ッジは，学習目標の選択肢を可視化・構造化する

ことができるので，こうした二次的足場かけとし

て機能しうる． 
実際に筆者が社会人向けのインストラクショ

ナルデザイン教育やビジネススキル育成に取り

組む中で，研修やワークショップ修了後に多く寄

せられる質問は，「次に何を学べばよいのか」で

ある．このような場面において，専門スキルの熟

達に向けた学習内容を体系化した複数のバッジ

をマップとして提示することで，学習者が自身の

ニーズに応じて次の学習目標を設定することを

支援できる． 
以上，本研究では，学習の目標設定支援のため

のデジタルバッジのデザイン要件を整理したう

えで，社会人の専門性開発における自己主導学習

の支援のための利活用の可能性を示した．一方で，

実践での活用を想定すると，専門性の開発に必要

となる複数のデジタルバッジをどのように洗い

出し，系列化していくかといった点が課題となる

ことが想定される．今後は，具体的な教育事例を

対象としてデジタルバッジの詳細なデザインを

検討し，自己主導学習を支援するためのデジタル

バッジの活用方法をさらに洗練させていきたい． 
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